
ま ほ ろ ば 秦 野 通 信 

令和４年６月２２日 

タイトル 
「指示待ち」型避難から「自分で決める」避難へ 

秦野市総合防災情報システム運用開始 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 
７月１日（金曜日）～ 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

このシステムは、発生した災害による被害状況や、避難所の

開設状況・避難者数などがパソコンや携帯電話からリアルタイ

ムな状況を把握することができます。 

災害時に、地域の状況に応じた確実な避難行動に役立つシス

テムです。 

Ｈｏｗ 

（どのように） 

個人のスマートフォンやパソコンなどから、市ホームページ

または市公式ＬＩＮＥ等を通じて、災害状況等を閲覧できます。 

※システム画面等は、別紙をご覧ください。 

Ｗｈｙ 

（なぜ） 

令和３年度は河川氾濫から市民を守るため、準用河川及び市

管理河川の４カ所に雨量計や水位計に加え、監視カメラを設置

するとともに、設置した機器から河川情報等が市に提供される

観測システムを導入し、市民自らの避難行動に結びつく防災情

報の提供を行いました。 

しかし、開設した避難所の状況や避難者数、駐車スペースの

有無のほか、土砂崩れや浸水害等の災害情報は、これまで市民

に提供していませんでした。 

そこで、新たにパソコンやスマートフォンからリアルタイム

な災害情報を市民が自ら把握し、自分に合った主体的な避難行

動を促進するため、当システムを導入しました。 

今後の取り組み 

当システムの普及啓発のため、スマートフォンの操作に不慣

れな方や６５歳以上の高齢者を対象に、「やさしい防災講習会」

を全地域で開催予定です。 

ホームページ URL https://iot.trims-cloud.net/hadano_bosai/deploy/html/index.cgi 

問い合わせ 
防災課 防災担当：木村 

電話：０４６３－８２－９６２１ 

 



秦野市総合防災情報システム概要 

秦野市防災課作成 

１ 平常時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸水想定区域や土砂災害警戒区域をマッ

プ上で確認 

 スマートフォンでは、ＧＰＳによる現在地

からハザードを確認 

県管理河川の河川情報を表示 

R3 に市が設置した河川情報

を表示（カメラ、水位、雨量等） 

避難所の位置や開設状況等を色別及び４

段階の記号で表示 

１㎞ごとにメッシュを設け、気象庁の土砂

キキクルの情報を連携し、土砂災害の危険

度（土壌雨量）をメッシュごと、リアルタイム

に表示 

 

気象情報 

マップに重ね合わせたい情報を任意で選択

取得したい情報をマップに表示 

別紙 

平時からかつ活用できる情報を掲載 

台風等の警戒情報や防災情報をお知らせとして表示 



２ 災害時 

 
 

 災害時は、避難所の開設状況や避難者数、土砂崩れや浸水害などをリアルタイムにマップ上に一括表示します。 

    また、避難情報を発令した地域には、１㎞ごとのメッシュに色付け表示し、どの範囲に避難情報を発令したか格子で対象地域を表示す 

るため、居住地又は現在地が発令区域の対象となっている確認することができます。 

 

 

 

 

 

①避難所の情報 ②災害発生情報 

③避難情報発令対象区域 



① 避難所の情報 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収容能力の使用率に併せて４段階（◎余裕あり、○やや混雑、△混雑、×満員）で表示 

左下の避難所開設状況で市内避難所の状況一覧を表示 

② 災害発生情報 

アイコン表示と画像貼付により、被害状況を分かりやすく表示 

また、災害事案は発生場所からでも作成が可能なため、確実な被害状況をリアルタイムに情報発信 



③ 避難情報発令対象区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 避難発令情報から、発令区域及び発令文が表示 

 なお、発令された場合は、スマートフォン及びＰＣ画面の「避難情報発令一覧」が赤く点滅し、発令されたことが分かるよう周知します。 
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